西欧のモラル・サイエンスの系譜から見たモラロジーの破天荒性 by 川窪 啓資 & Keisuke Kawakubo
西
欧
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
系
譜
か
ら
見
た
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
破
天
荒
性
川
窪
啓
資
目
次
一
は
じ
め
に
二
西
欧
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
１
道
徳
哲
学
と
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
２
ベ
イ
テ
ィ
の
『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
提
要
』
３
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
の
『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
提
要
』
４
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
『
倫
理
の
科
学
』
５
そ
の
他
の
偉
大
な
道
徳
哲
学
者
た
ち
シ
ヂ
ウ
ィ
ッ
ク
と
ポ
ー
タ
ー
三
廣
池
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
出
現
１
?十
九
世
紀
末
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
）
現
代
科
学
を
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
体
系
に
応
用
し
た
こ
と
２
廣
池
の
方
法
論
３
聖
人
研
究
最
高
道
徳
の
世
界
四
未
来
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
向
か
っ
て
一
は
じ
め
に
今
回
私
の
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
は
、
廣
池
千
九
郎
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
、
そ
れ
は
世
界
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
一
つ
で
も
あ
る
が
、
廣
池
の
道
徳
科
学
た
る
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
廣
池
の
大
著
は
『
新
科
学
と
し
て
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
確
立
す
る
た
め
の
最
初
の
試
み
と
し
て
の
道
徳
科
学
の
論
文
』
と
い
う
書
名
に
な
っ
て
い
る
が
、「
新
科
学
と
し
て
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
」
と
は
何
か
、
そ
れ
を
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
歴
史
的
文
脈
の
中
に
置
い
て
み
て
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
が
他
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
か
、
そ
の
方
法
論
、
内
容
、
実
質
の
「
破
天
荒
」
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
こ
と
に
九
よ
っ
て
、
廣
池
が
他
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
彼
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
を
区
別
す
る
た
め
に
、
何
故
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
い
う
新
語
を
造
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
独
特
な
特
徴
を
指
摘
し
、
第
三
に
ト
イ
ン
ビ
ー
的
に
言
え
ば
、
解
体
期
に
あ
る
と
も
言
う
べ
き
現
代
社
会
に
お
い
て
、
新
し
い
文
化
の
創
造
を
希
求
す
る
最
高
道
徳
の
意
義
に
つ
い
て
卑
見
を
披
瀝
し
た
い
。
二
西
欧
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
１
道
徳
哲
学
と
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
道
徳
哲
学
が
科
学
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
先
例
は
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス
（
一
五
八
八
｜
一
六
七
九
、
英
国
の
政
治
哲
学
者
）
の
『
リ
バ
イ
ア
サ
ン
』（
一
六
五
一
年
）
の
中
で
、「
道
徳
哲
学
は
何
が
善
で
何
が
悪
な
の
か
を
探
求
す
る
科
学
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」（
六
五
、
七
九
頁
）
と
書
い
て
い
る
。O
xford E
nglish D
ictionary
（『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』）
に
よ
る
と
、
十
七
、
十
八
世
紀
に
お
い
て
は
、
現
在science
で
一
般
に
表
さ
れ
て
い
る
概
念
は
普
通philosophy
で
表
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
、「
道
徳
哲
学
（m
oral philosophy
）」
は
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
O
xford E
nglish D
ictionary
に
現
れ
る“m
oral science”
の
初
出
の
例
は
、
一
八
二
八
年
の
ペ
イ
ン
（G
.
P
ayne
）
に
よ
るE
lem
ents of
 
M
ental and M
oral Science
（『
心
的
及
び
道
徳
的
科
学
提
要
』）
と
い
う
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
四
十
八
年
前
に
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
、
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
（Joseph P
riestley
一
七
三
三
｜
一
八
〇
四
、
英
国
の
科
学
者
、
牧
師
で
、
酸
素
の
発
見
者
）
に
、
一
七
八
〇
年
の
二
月
八
日
付
の
手
紙
を
書
い
た
が
、
そ
の
中
で
「
人
間
が
お
互
い
に
狼
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
つ
い
に
ぬ
け
ぬ
け
と
人
間
性
が
あ
る
ん
だ
と
い
っ
て
い
た
も
の
を
学
ん
で
く
れ
る
ほ
ど
、
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
が
相
当
に
よ
く
な
れ
ば
よ
い
の
に
な
あ
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
年
、
つ
ま
り
一
七
八
〇
年
に
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム
（
一
七
四
八
｜
一
八
三
二
、
英
国
の
哲
学
者
、
功
利
主
義
を
唱
え
た
）
が
『
道
徳
お
よ
び
立
法
の
諸
原
理
序
説
』
を
出
版
し
た
が
、
そ
の
中
で
道
徳
科
学
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
（
世
界
の
名
著
三
八
『
ベ
ン
サ
ム
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
、
一
九
七
六
年
、
八
一
頁
）。
こ
の
二
人
の
文
章
中
に
あ
る
の
が
私
の
発
見
し
た
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
最
初
の
用
例
で
あ
る
。
廣
池
は
『
論
文
』
第
一
章
第
一
項
「
い
わ
ゆ
る
道
徳
科
学
の
定
義
並
び
に
学
術
上
の
名
称
」（
五
｜
七
頁
）
お
よ
び
第
二
項
「
従
来
欧
米
に
お
い
て
道
徳
実
行
の
効
果
を
科
学
的
に
研
究
せ
ん
と
せ
し
学
者
の
計
画
」（
七
｜
一
四
頁
）
に
お
い
て
十
数
人
の
学
者
を
紹
介
し
て
い
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
系
譜
的
に
は
廣
池
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
つ
な
が
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
内
容
的
に
吟
一
〇
第16号 2011年比較文明研究
味
す
れ
ば
、
先
行
の
諸
研
究
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
は
大
い
に
異
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
私
は
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
単
独
に
書
名
と
し
た
最
初
で
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ベ
イ
テ
ィ
のT
he E
lem
ents of M
oral Science, 2
vols.
や
そ
の
他
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
冠
し
て
い
る
書
物
、
お
よ
び
冠
し
て
い
な
い
が
実
質
的
に
そ
う
で
あ
る
と
廣
池
が
言
及
し
て
い
る
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
『
倫
理
学
』（
廣
池
は
原
名T
he
 
Science
 
of
 
E
thics
を
倫
理
学
と
訳
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
そ
う
訳
し
て
も
よ
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）
そ
の
他
を
取
り
上
げ
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
２
ベ
イ
テ
ィ
の
『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
提
要
』
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
が
単
独
に
書
名
と
し
て
初
め
て
出
た
の
は
、
私
の
知
る
限
り
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ベ
イ
テ
ィ
の
『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
提
要
』
（E
lem
ents of M
oral Science,P
hiladelphia,P
ress of M
athew
 
C
rey,
1790
?1793
）
の
二
巻
で
あ
る
。
ベ
イ
テ
ィ
（
一
七
三
五
｜
一
八
〇
三
）
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
常
識
派
の
哲
学
者
の
一
人
で
あ
り
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
形
而
上
的
懐
疑
主
義
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
常
識
は
幻
影
に
す
ぎ
な
く
、
信
頼
で
き
な
い
」
と
い
う
説
に
反
対
し
て
、「
常
識
は
基
本
的
に
健
全
で
あ
る
」
と
し
た
。
彼
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
そ
の
主
張
に
基
づ
い
て
い
て
、
ヅ
ー
ガ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
（D
ugald Stew
art
一
七
五
三
｜
一
八
二
八
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
常
識
派
の
哲
学
者
）
も
同
じ
系
列
の
学
者
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
ベ
イ
テ
ィ
の
二
巻
は
総
頁
、
一
一
二
六
頁
（
四
三
八
頁
＋
六
八
八
頁
）
の
大
著
で
、『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
提
要
』
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、
さ
き
ほ
どO
xford
 
E
nglish
 
D
ictionary
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
m
oral philosophy
と
同
じ
で
あ
る
。
全
巻
を
通
読
し
て
み
る
と
、
内
容
は
十
八
世
紀
末
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
博
識
、
穏
健
な
る
学
者
の
心
理
学
、
自
然
神
学
、
論
理
学
、
政
治
学
、
法
学
、
倫
理
学
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
古
典
、
英
文
学
等
が
断
片
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
背
後
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
が
強
く
入
っ
て
い
て
、
霊
魂
の
不
滅
と
か
因
果
律
に
対
す
る
確
信
（
第
一
巻
四
一
四
｜
四
三
八
頁
）
が
詩
的
な
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
る
（
彼
は
詩
人
で
も
あ
っ
た
）。
そ
の
他
、
詳
し
く
述
べ
ら
れ
な
く
て
残
念
だ
が
、
奴
隷
制
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
に
、
黒
人
差
別
は
道
理
に
適
わ
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
半
世
紀
後
のA
bolitionism
（
奴
隷
制
度
撤
廃
論
）
ま
で
は
進
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
は
後
の
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
のT
he E
lem
ents of M
oral Science
で
も
、
初
版
（
一
八
三
五
年
）
か
ら
版
を
重
ね
る
に
従
っ
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
時
代
的
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ベ
イ
テ
ィ
の
大
著
は
当
時
の
道
徳
科
学
（
内
容
は
道
徳
哲
学
）
を
示
す
好
著
で
あ
る
。
西欧のモラル・サイエンスの系譜から見たモラロジーの破天荒性
一
一
３ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
の
『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
提
要
』
今
あ
げ
た
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
（F
rancis W
ayland
一
七
九
六
｜
一
八
六
五
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
の
学
長
（
一
八
二
七
｜
一
八
五
五
年
）
を
務
め
、
そ
の
前
は
ボ
ス
ト
ン
の
第
一
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教
会
の
牧
師
（
一
八
二
一
｜
一
八
二
六
年
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
た
上
記
の
『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
提
要
』
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
福
沢
諭
吉
に
よ
っ
て
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
て
有
名
で
あ
る
。
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
は
本
書
に
お
い
て
「
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
倫
理
学
、
あ
る
い
は
道
徳
哲
学
で
あ
っ
て
、
道
徳
法
の
科
学
で
あ
る
」（
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
道
徳
法
つ
ま
り
正
義
と
義
、
ま
た
道
徳
的
因
果
律
に
関
し
て
は
「
道
徳
上
に
お
い
て
は
、
そ
の
結
果
は
し
ば
し
ば
長
く
延
期
さ
れ
る
し
、
い
つ
結
果
が
出
る
か
、
い
つ
も
不
確
か
で
あ
る
」（
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
と
い
う
よ
り
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
廣
池
は
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
の
著
書
を
、
廣
池
の
『
道
徳
科
学
の
論
文
』（
以
下
、『
論
文
』）
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
の
『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
提
要
』
に
お
い
て
は
、
道
徳
の
実
行
と
実
行
者
の
幸
福
と
の
間
の
因
果
関
係
が
研
究
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
が
苦
心
し
た
こ
と
は
、「
道
徳
律
、
道
徳
的
行
為
、
良
心
、
意
図
、
徳
の
性
質
、
自
己
愛
、
祈
り
、
安
息
日
を
守
る
こ
と
」
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
自
分
自
身
の
考
え
で
貫
い
て
い
た
が
、
と
き
ど
き
旧
・
新
約
聖
書
か
ら
の
聖
句
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
バ
ト
ラ
ー
主
教
（Joseph B
utler
一
六
九
二
｜
一
七
五
二
、
イ
ギ
リ
ス
の
神
学
者
、
道
徳
哲
学
者
）、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
を
使
っ
て
論
じ
て
い
る
。
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
ブ
ラ
ウ
（Joseph L
.
B
lau
）
に
よ
っ
て
詳
細
な
紹
介
が
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
九
六
三
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら
新
装
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
な
倫
理
項
目
を
分
析
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
道
徳
律
、
道
徳
行
為
、
行
為
の
道
徳
的
質
、
良
心
、
あ
る
い
は
道
徳
感
、
良
心
の
決
意
が
表
現
さ
れ
る
マ
ナ
ー
、
道
徳
的
行
為
の
規
則
、
徳
の
性
質
、
人
間
の
幸
福
、
自
己
愛
、
自
然
宗
教
、
自
然
宗
教
と
啓
示
宗
教
と
の
関
係
、
聖
書
（
旧
約
及
び
新
約
）、
神
に
対
す
る
愛
、
敬
神
の
念
、
敬
虔
の
念
の
涵
養
、
祈
り
、
人
間
に
対
す
る
義
務
、
正
義
と
真
実
を
語
る
こ
と
、
奴
隷
の
義
務
（
二
〇
七
頁
、
こ
の
箇
所
は
奴
隷
解
放
後
の
版
で
改
訂
さ
れ
た
）、
所
有
権
、
誓
約
、
純
潔
の
一
般
的
義
務
結
婚
法
、
親
と
子
の
権
利
と
義
務
、
道
徳
教
育
（
三
一
〇
頁
）、
市
民
社
会
の
一
員
と
し
て
の
人
間
の
義
務
、
市
民
の
義
務
、
慈
悲
の
法
（
三
六
〇
頁
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
が
道
徳
科
学
な
の
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
前
述
の
ベ
イ
テ
ィ
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
人
の
心
を
道
徳
的
に
導
く
倫
理
の
本
な
の
で
あ
る
。
一
二
第16号 2011年比較文明研究
４レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
『
倫
理
の
科
学
』
と
こ
ろ
が
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
よ
り
半
世
紀
ほ
ど
後
に
、
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
（L
eslie Stephen
一
八
三
二
｜
一
九
〇
四
）
の
『
倫
理
の
科
学
』
（T
he Science of E
thics, 1882
）
が
出
版
さ
れ
た
。
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
『
英
国
人
名
辞
典
』（D
ictionary
 
of
 
N
ational B
iography
）
の
最
初
の
編
集
者
（
一
八
八
五
｜
一
八
九
一
年
）
と
し
て
有
名
で
、
二
十
六
巻
中
、
第
二
十
巻
ま
で
公
刊
し
た
一
八
九
一
年
激
務
に
よ
る
過
労
の
た
め
主
幹
を
辞
め
た
。
主
著
に
T
he H
istory of E
nglish T
hought in the E
ighteenth C
en-
tury, 1876
T
he Science of E
thics, 1882
T
he E
nglish U
tilitarians, 1900
E
nglish L
iterature and Society in the E
ighteenth C
entury,
1904
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
英
国
の
女
流
小
説
家
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
（V
irginia W
oolf
）
の
父
で
も
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
正
統
派
の
功
利
主
義
者
で
あ
っ
た
。J.
S.
M
ill
を
師
と
仰
い
で
い
た
。
そ
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
、
倫
理
を
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
。
彼
の
『
倫
理
の
科
学
』
は
倫
理
が
進
化
論
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
最
初
の
本
で
あ
る
。「
真
の
科
学
的
知
識
の
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
試
金
石
は
予
測
能
力
で
あ
る
」（『
倫
理
の
科
学
』
一
一
頁
）。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
道
徳
に
関
す
る
多
く
の
事
柄
に
つ
い
て
分
析
を
し
、
ま
た
推
理
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
効
用
、
個
人
主
義
と
社
会
、
人
種
と
社
会
的
構
成
、
中
庸
の
徳
と
真
理
の
徳
、
知
識
、
良
心
、
恥
、
尺
度
と
し
て
の
幸
福
、
功
利
主
義
、
便
宜
、
道
徳
と
幸
福
、
道
徳
的
訓
練
、
自
己
犠
牲
な
ど
を
、
彼
の
先
輩
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
細
か
く
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
道
徳
的
因
果
律
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
し
か
し
廣
池
が
同
情
的
に
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
こ
の
試
み
に
成
功
し
て
は
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
科
学
が
一
般
的
に
不
完
全
で
あ
っ
た
こ
と
、
個
々
の
行
為
が
絶
望
的
な
ほ
ど
不
完
全
で
あ
り
、
且
つ
科
学
的
心
理
学
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
」
（『
倫
理
の
科
学
』
Ⅱ
項
、「
道
徳
科
学
の
諸
困
難
」
九
｜
二
一
頁
）
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
、「
徳
と
幸
福
と
の
間
に
は
絶
対
的
な
合
致
は
な
い
」（
四
三
四
頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
「
倫
理
の
科
学
は
現
実
（
実
態
）
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。」（the
 
science of ethics deals w
ith realities
?p. 450
）.
）
m
oral science
と
い
う
言
葉
は
十
九
世
紀
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
コ
ン
コ
ー
ド
の
聖
人
と
言
わ
れ
て
い
た
エ
マ
ソ
ン
（R
alph W
aldo E
m
erson
一
八
〇
三
｜
一
八
八
二
）
も
『
処
世
論
』
（T
he
 
C
onduct of L
ife,chap.V
I,T
he C
om
plete W
orks,
V
ol.
一
三
西欧のモラル・サイエンスの系譜から見たモラロジーの破天荒性
V
I,pp. 240
?241
）
で
使
っ
て
い
る
。
５
そ
の
他
の
偉
大
な
道
徳
哲
学
者
た
ち
シ
ヂ
ウ
ィ
ッ
ク
と
ポ
ー
タ
ー
も
う
一
人
の
偉
大
な
学
者
は
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ヂ
ウ
ィ
ッ
ク
（H
enry
 
Sidgw
ick
一
八
三
八
｜
一
九
〇
〇
、
イ
ギ
リ
ス
の
道
徳
哲
学
者
）
で
あ
る
。
こ
の
人
の
『
倫
理
学
の
方
法
論
』（T
he M
ethods of E
thics,
1st
 
ed. 1874, 7th ed. 1901.
廣
池
は
一
九
一
三
年
刷
り
を
使
用
）
は
名
著
の
誉
れ
が
高
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ノ
ア
・
ポ
ー
タ
ー
（N
oah P
orter
一
八
一
一
｜
一
八
九
二
）
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
学
長
で
「
多
く
の
点
で
哲
学
教
授
の
中
で
最
も
偉
大
で
博
学
で
あ
っ
た
」（H
erbert W
.
Schneider,
A
 
H
istory of A
m
er-
ican Philosophy,F
orum B
ooks,N
ew Y
ork, 1946/1957,p. 163
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
ポ
ー
タ
ー
は
「
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
義
務
の
科
学
で
あ
っ
て
、
義
務
を
心
理
学
的
・
哲
学
的
の
両
面
か
ら
科
学
的
に
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
」（T
he
 
E
lem
ents
 
of
 
M
oral Science:
T
heoretical and Practical,C
harles Scribner’s
 
Sons,
N
ew
 
Y
ork,
1885,
p.
7
）
と
し
、
彼
のm
oral science
の
science
は
、
義
務
、
責
務
、
知
覚
、
意
欲
な
ど
の
よ
う
な
倫
理
上
の
項
目
の
分
析
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
彼
の
欠
点
で
は
な
く
、
時
代
の
逃
れ
ら
れ
な
い
遅
れ
の
せ
い
で
あ
る
。
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
言
う
「
科
学
の
不
完
全
さ
」
だ
け
で
な
く
、
社
会
一
般
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
社
会
科
学
の
未
発
達
が
、
私
た
ち
に
こ
れ
ら
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
が
旧
態
依
然
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
サ
イ
エ
ン
ス
は
良
く
て
進
化
論
を
部
分
的
に
使
っ
て
い
る
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
タ
ー
は
前
掲
書
で
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
はthe
 
science
 
of
 
duty
と
定
義
す
る
。
心
理
学
と
哲
学
の
両
面
か
ら
義
務
を
科
学
的
に
研
究
し
て
い
る
か
ら
道
徳
科
学
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
“upon a solid basis of fact”
?p. 4
）
と
述
べ
て
い
て
、
こ
れ
は
「
倫
理
学
は
科
学
の
領
域
に
属
し
な
い
」（R
epublic,the
7th book
）
と
い
う
プ
ラ
ト
ン
の
現
実
はillusion
と
い
う
説
を
否
定
す
る
主
張
で
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
奴
隷
解
放
令
は
つ
い
に
一
八
六
五
年
に
発
布
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
の
『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
提
要
』
は
前
述
の
よ
う
に
後
の
版
で
何
度
か
改
訂
さ
れ
た
。
二
十
世
紀
に
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
｜
一
九
一
八
年
）
が
勃
発
し
た
。
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
（O
sw
ald Spengler
一
八
八
〇
｜
一
九
三
六
）
が
『
西
欧
の
没
落
』（D
er U
ntergang des A
bendlan-
des, 1918
?1922
）
を
発
表
し
、
ま
た
エ
リ
オ
ッ
ト
（T
.S.E
liot
一
八
八
八
｜
一
九
六
五
）
は
『
荒
地
』（“T
he W
aste L
and”,
1922
）
を
出
し
一
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た
。
西
欧
人
は
彼
ら
が
文
明
の
中
心
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
本
拠
地
が
連
合
国
（
主
に
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
）
と
同
盟
国
（
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ト
ル
コ
、
及
び
ブ
ル
ガ
リ
ア
）
と
の
間
の
戦
場
と
な
っ
た
こ
と
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
人
々
は
世
界
平
和
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
二
十
世
紀
初
め
の
十
年
ぐ
ら
い
ま
で
と
全
く
異
な
る
。
こ
の
時
点
で
廣
池
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
三
廣
池
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
出
現
モ
ラ
ロ
ジ
ー
成
立
の
過
程
モ
ラ
ロ
ジ
ー
成
立
の
過
程
を
振
返
っ
て
み
よ
う
。
廣
池
に
よ
れ
ば
、
一
、
宗
教
、
思
想
的
関
心
。
明
治
二
十
八
年
か
ら
大
正
二
年
ま
で
伊
勢
神
宮
の
事
業
に
従
事
。『
古
事
類
苑
』
編
纂
。
明
治
四
十
二
年
『
伊
勢
神
宮
』。
明
治
四
十
二
年
天
理
教
に
入
信
。『
支
那
文
典
』、『
東
洋
法
制
史
序
論
』『
東
洋
法
制
史
本
論
』。『
支
那
古
代
親
族
法
の
研
究
』
で
大
正
元
年
十
二
月
法
学
博
士
と
な
る
。
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
研
究
に
着
手
（『
論
文
』
第
一
章
二
六
頁
参
照
）。
二
、
健
康
問
題
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
過
度
の
勉
学
の
た
め
過
労
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
神
経
衰
弱
。
大
正
元
年
大
患
「
猛
烈
な
る
心
の
立
て
替
え
」
一
、
の
宗
教
的
関
心
と
つ
な
が
る
。
三
、
社
会
問
題
。
二
十
世
紀
初
め
の
労
働
問
題
、
ソ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
、
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
等
の
社
会
問
題
、
さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
等
の
戦
争
の
問
題
。
四
、
大
正
四
年
の
困
厄
（
天
理
教
か
ら
批
判
さ
れ
離
脱
）。
一
宗
教
で
は
な
く
モ
ラ
ロ
ジ
ー
建
設
へ
。
こ
こ
で
私
の
特
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
『
伊
勢
神
宮
と
我
国
体
』
で
あ
る
。
従
来
モ
ラ
ロ
ジ
ー
へ
の
展
開
の
一
契
機
と
し
て
大
正
元
年
大
患
の
「
猛
烈
な
る
心
の
立
て
替
え
」
が
よ
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
事
は
内
面
的
な
も
の
で
そ
の
内
容
は
窺
い
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
と
前
後
す
る
同
書
（
大
正
四
年
）
に
は
そ
の
内
容
は
詳
述
さ
れ
て
お
り
分
か
り
や
す
い
。
そ
こ
で
私
は
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
今
私
は
分
か
り
や
す
い
と
書
い
た
が
、
読
め
れ
ば
易
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
筋
縄
で
は
参
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
及
び
そ
の
他
の
日
本
古
典
、
古
俗
、
伝
説
、
儒
教
の
古
典
、
つ
ま
り
大
学
、
中
庸
、
論
語
、
孟
子
、
周
易
、
尚
書
、
毛
詩
、
礼
記
、
春
秋
左
氏
伝
な
ど
が
出
て
く
る
。
た
だ
有
り
難
い
こ
と
に
は
白
文
で
は
な
く
廣
池
が
句
読
点
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
を
つ
け
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
な
一
五
西欧のモラル・サイエンスの系譜から見たモラロジーの破天荒性
ら
読
め
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
感
ず
る
こ
と
は
明
治
、
大
正
期
に
国
学
、
漢
学
で
徹
底
的
に
鍛
え
ら
れ
た
廣
池
の
学
殖
で
あ
る
。
あ
た
か
も
自
家
薬
籠
中
の
も
の
を
取
り
出
す
如
く
開
陳
す
る
手
際
は
見
事
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
国
学
、
漢
学
で
終
わ
る
か
と
思
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
の
ち
の
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
に
連
な
る
洋
書
も
出
て
く
る
。
例
え
ば
H
earn,L
afcadio,Japan:
an Interpretation
 
E
m
erson,R
alph W
aldo,“C
om
pensation”
Starcke,C
.N
.,T
he Prim
itive F
am
ily:
In Its O
rigin and
 
D
evelopm
ent, 2nd ed.L
ondon,K
egan P
aul, 1896
〔1889
〕.
Sutherland,A
lexander,T
he O
rigin and G
row
th of the
 
M
oral Instinct,vol.I,p. 103
ff.
W
esterm
arck,
E
dw
ard,
T
he H
istory of H
um
an
 
M
ar-
riage, 3rd ed.L
ondon,M
acm
illan, 1901
〔1891
〕.
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
み
て
も
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
研
究
は
大
正
初
期
に
は
厚
み
を
増
し
て
く
る
。
し
か
し
『
論
文
』
で
使
わ
れ
た
洋
書
は
こ
の
ほ
か
に
四
百
数
十
冊
あ
る
。
廣
池
は
図
書
館
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
で
こ
れ
ら
の
本
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
そ
の
苦
労
も
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
『
日
本
憲
法
淵
源
論
』
?道
徳
実
行
の
個
人
の
幸
福
に
及
ぼ
せ
る
効
果
」
上
、
下
に
は
、
東
西
の
帝
王
、
貴
族
な
ど
の
運
命
の
消
長
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
（356
?323
B
.C
.
）、
ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
大
帝
（483
?565
）、
亜
細
亜
に
お
い
て
は
黄
帝
、
堯
、
舜
、
禹
の
子
孫
、
殷
の
湯
王
、
孔
子
の
先
祖
（
殷
の
湯
王
の
遠
裔
、
微
子
開
の
末
葉
）
の
子
孫
、「
闕
裏
文
献
通
考
」
参
照
。
日
本
皇
室
、
英
国
王
室
、
ロ
マ
ノ
フ
家
、
ド
イ
ツ
皇
室
ホ
ー
ヘ
ン
ツ
オ
ル
レ
ル
ン
家
、
英
国
貴
族
ハ
ワ
ー
ド
家
、
イ
タ
リ
ー
の
メ
ヂ
チ
家
な
ど
の
徳
と
そ
の
結
果
の
分
析
。
こ
の
よ
う
な
視
野
と
視
点
で
は
西
欧
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
で
は
対
象
を
西
洋
と
し
て
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
家
系
の
長
さ
と
徳
の
関
係
を
調
べ
る
と
い
う
視
点
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
も
っ
と
も
廣
池
は
そ
の
追
加
文
（
四
七
）
に
お
い
て
英
国
の
系
図
局
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（『
論
文
』
二
七
九
一
｜
二
七
九
二
頁
）。）
『
道
徳
科
学
の
論
文
』（
初
版
一
九
二
八
年
）
西
欧
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
本
を
い
く
つ
か
読
ん
で
か
ら
こ
の
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
へ
読
み
進
む
と
、
ま
ず
驚
く
の
は
そ
の
方
法
論
と
い
う
か
学
問
の
範
囲
が
非
常
に
広
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
論
文
』
第
一
章
第
五
項
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
基
礎
を
成
せ
る
諸
科
学
」（
五
六
頁
）
に
は
次
の
諸
学
問
の
名
前
が
出
て
い
る
。
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地
質
学
、
地
文
学
（physical geogrphy
）、
生
物
学
、
進
化
論
、
発
生
学
、?
遺
伝
説
を
含
む
?、
環
境
改
良
学
（euthenics
）、
人
種
改
良
学
（eugenics
）、
土
俗
学
（ethnography
）、
生
理
学
、
人
類
学
、
人
種
学
（ethnology
）、
人
種
起
源
学
（ethnogeny
）、
考
古
学
、
法
理
学
、
骨
相
学
（phrenology
）、
心
理
学
、
社
会
学
、
犯
罪
学
、
文
明
史
、
法
制
史
、
経
済
史
、
道
徳
史
、?
以
上
諸
科
学
の
分
派
に
、
比
較
土
俗
学
、
犯
罪
人
類
学
、
犯
罪
社
会
学
、
犯
罪
心
理
学
、
動
物
心
理
学
、
社
会
心
理
学
、
民
族
心
理
学
を
含
む
?
以
上
西
洋
産
の
学
問
で
あ
る
が
、
東
洋
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
国
学
、
漢
学
、
イ
ン
ド
の
仏
教
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
た
学
問
の
う
え
に
立
っ
て
モ
ラ
ロ
ジ
ー
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
西
欧
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
の
古
典
は
出
て
く
る
け
れ
ど
も
十
八
｜
十
九
世
紀
の
学
問
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
時
代
的
制
約
で
や
む
を
得
な
い
。「
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
系
譜
か
ら
」
と
い
う
本
論
文
の
領
域
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
出
現
ま
で
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
系
譜
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
繫
が
る
も
の
は
、
あ
ま
り
無
い
。
つ
い
で
に
述
べ
る
と
、“econom
ics w
as still part of the m
oral
 
sciences tripos at C
am
bridge U
niversity.”
と
現
代
の
高
名
な
経
済
学
者K
enneth E
.
B
oulding
が
（“E
conom
ics as a M
oral
 
Science”,p. 1,M
arch
1969
）
で
述
べ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
のC
am
bridge
大
学
にM
oral
 
Science
の
学
科
が
あ
る
し
、
多
く
の
学
校
でM
oral Science
の
学
科
は
教
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
。
こ
こ
で
問
題
に
し
た
の
は
、
二
百
年
前
か
ら
の
欧
米
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
本
か
ら
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
は
殆
ど
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
廣
池
の
も
の
は
新
基
軸
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
で
、
廣
池
は
そ
れ
を
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
名
付
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
構
成
さ
て
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
序
文
一
｜
二
章
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
は
何
か
、
人
類
生
活
の
完
成
三
｜
四
章
人
類
階
級
の
先
天
的
・
後
天
的
原
因
五
｜
六
章
人
類
の
精
神
的
、
物
質
的
生
活
と
そ
の
効
果
七
章
本
能
、
知
識
、
道
徳
、
社
会
の
構
成
、
文
明
の
性
質
、
人
類
の
幸
福
八
｜
九
章
進
化
の
法
則
と
現
代
思
想
（
帝
国
主
義
、
軍
国
主
義
、
社
会
主
義
等
）
の
誤
り
十
章
因
襲
的
道
徳
一
七
西欧のモラル・サイエンスの系譜から見たモラロジーの破天荒性
１
・
正
義
的
道
徳
２
・
破
邪
的
道
徳
３
・
義
理
的
道
徳
４
・
自
尊
的
道
徳
５
・
慣
習
的
道
徳
６
・
礼
式
的
道
徳
、
交
際
的
道
徳
７
・
一
時
的
道
徳
８
・
感
情
的
道
徳
９
・
反
動
的
道
徳
10
・
無
知
的
道
徳
11
・
知
的
道
徳
12
・
政
略
的
道
徳
13
・
主
義
的
道
徳
14
・
妥
協
的
道
徳
15
・
団
体
的
道
徳
16
・
利
用
的
道
徳
17
・
児
童
的
道
徳
18
・
平
民
的
道
徳
19
・
恩
恵
的
、
温
情
的
道
徳
20
・
修
養
的
道
徳
21
・
迷
信
的
道
徳
22
・
諂
諛
的
道
徳
23
・
娯
楽
的
道
徳
24
・
無
価
値
的
道
徳
十
一
章
文
明
進
歩
の
傾
向
と
道
徳
の
質
的
進
歩
こ
こ
ま
で
は
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
現
代
版
と
も
言
う
べ
き
と
こ
ろ
で
、
現
実
の
道
徳
現
象
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
的
分
析
で
あ
る
。
P
lato
は
「
倫
理
学
は
科
学
の
領
域
に
属
し
な
い
」（R
epublic,the
7th
 
book
）。
１
?十
九
世
紀
末
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
）
現
代
科
学
を
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
体
系
に
応
用
し
た
こ
と
こ
こ
ま
で
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
特
色
を
ま
と
め
る
と
、
廣
池
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
体
系
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
地
質
学
、
地
文
学
、
生
物
学
、
進
化
論
、
発
生
学
（
遺
伝
説
を
含
む
）
…
…
土
俗
学
、
生
理
学
、
人
類
学
、
人
種
学
、
人
種
起
源
学
、
考
古
学
、
法
理
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
犯
罪
学
、
文
明
史
、
法
制
史
、
経
済
史
、
道
徳
史
、
そ
の
他
比
較
土
俗
学
、
動
物
心
理
学
、
社
会
心
理
学
、
民
族
心
理
学
な
ど
に
基
づ
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（『
論
文
』
第
一
章
第
五
項
五
三
頁
?
新
版
①
五
五
｜
五
六
頁
?）。
こ
れ
ら
はN
oah
 
P
orter,
T
he
 
E
lem
ents of
一
八
第16号 2011年比較文明研究
M
oral Science, 1889
の“upon a solid basis of fact”
?p. 4
）
に
立
っ
た
研
究
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
十
二
章
か
ら
は
最
高
道
徳
と
い
う
質
的
に
高
い
道
徳
が
対
象
に
な
る
。
従
来
の
西
欧
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
異
質
の
領
域
で
あ
る
。
『
論
文
』
は
こ
の
あ
と
も
続
く
が
、
廣
池
は
こ
の
十
一
章
に
お
い
て
、「
因
襲
的
道
徳
は
不
完
全
で
す
が
、
東
西
の
古
聖
人
が
実
行
さ
れ
た
最
高
道
徳
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
独
り
輝
く
指
導
的
な
星
の
よ
う
な
も
の
で
す
」（『
論
文
』
の
英
訳
、T
ow
ards Suprem
e
 
M
orality:
A
n
 
A
ttem
pt to
 
E
stablish the N
ew Science of M
oralogy
（
以
下
、T
.
と
略
す
）II.
p.
111
?
新
版
④
二
四
三
頁
?）
と
言
い
、
聖
人
研
究
に
入
る
前
に
、
世
界
の
文
明
人
の
間
に
、
最
高
道
徳
に
向
か
っ
て
進
も
う
と
す
る
一
大
傾
向
が
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
現
れ
て
き
て
い
る
と
し
て
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
（
四
海
同
胞
主
義
）
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
を
賞
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
フ
ー
ゴ
ー
・
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
（H
ugo G
rotius
一
五
八
三
｜
一
六
四
五
、
オ
ラ
ン
ダ
の
法
学
者
、
国
際
法
の
祖
）
の
『
平
和
と
戦
争
の
法
』（D
e jure belli
 
ac pacis,
1625
）
や
、
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
の
『
永
遠
の
平
和
の
た
め
に
』（Zum
 
ew
igen F
rieden
）
や
、
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
及
び
国
際
連
盟
そ
の
他
を
敬
意
を
も
っ
て
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
廣
池
は
こ
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
誤
っ
た
方
針
で
用
い
る
と
、
家
族
制
度
や
国
家
の
存
在
、
階
級
制
度
に
反
抗
す
る
者
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
取
捨
に
は
注
意
が
必
要
だ
と
付
言
し
て
い
る
。
廣
池
は
『
論
文
』
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
彼
は
道
徳
実
行
と
行
為
者
の
運
命
の
因
果
律
を
個
人
の
場
合
で
は
な
く
（
顕
著
の
場
合
は
除
く
）、
団
体
の
場
合
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
の
前
提
条
件
は
、
不
道
徳
、
因
襲
的
道
徳
、
最
高
道
徳
と
は
何
か
と
い
う
道
徳
の
質
を
定
義
し
て
お
く
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
徳
行
為
の
結
末
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
因
果
律
の
研
究
は
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
単
な
る
外
面
的
解
釈
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
外
に
現
れ
た
出
来
事
に
対
す
る
道
徳
的
・
宗
教
的
解
釈
を
含
め
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
は
人
生
の
深
い
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
廣
池
は
大
正
元
年
の
自
身
の
大
患
の
折
、「
我
幸
い
に
し
て
大
患
に
罹
れ
り
」
と
告
白
し
た
。
通
常
の
場
合
は
、
こ
の
文
章
に
は
「
幸
い
に
」
と
い
う
言
葉
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
大
患
は
彼
の
心
を
高
め
、
人
々
を
救
済
し
て
い
く
祝
福
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
道
徳
的
因
果
律
の
領
域
に
品
性
完
成
の
原
理
を
も
ち
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
導
入
に
よ
っ
て
の
み
何
世
紀
に
も
わ
た
る
難
問
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
進
化
論
を
仏
教
の
十
法
界
の
教
理
に
適
用
し
た
例
を
こ
こ
に
示
す
。
十
法
界
（das?a dharm
a
?dha?tu
）
と
い
う
の
は
生
物
を
十
の
段
階
に
分
け
た
も
の
で
、
人
間
を
中
心
と
し
て
向
上
す
れ
ば
天
上
、
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
、
一
九
西欧のモラル・サイエンスの系譜から見たモラロジーの破天荒性
如
来
と
な
り
、
堕
落
す
れ
ば
修
羅
、
畜
生
、
餓
鬼
、
地
獄
で
あ
る
。
少
し
解
説
を
加
え
る
と
、
声
聞
（s?ra?vaka
）
は
仏
陀
の
声
を
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
者
で
、
縁
覚
（pratyeka
?buddha
）
は
師
無
し
で
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
者
（
他
の
人
を
救
済
し
よ
う
と
し
な
い
人
）
で
、
菩
薩
（bod-
hisattva
）
は
仏
陀
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
こ
の
世
に
留
ま
り
、
他
の
人
々
の
悟
り
と
救
済
の
た
め
に
働
く
者
で
、
如
来
（tath-
a?gata
）
は
仏
の
境
地
に
達
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
廣
池
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
人
間
と
動
物
と
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
と
に
聖
人
も
認
め
て
お
る
こ
と
に
て
、
仏
教
の
十
法
界
の
教
え
も
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
人
間
が
動
物
の
域
よ
り
進
化
し
て
神
も
し
く
は
仏
に
近
づ
く
に
は
、
純
粋
正
統
の
学
問
で
あ
る
最
高
道
徳
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（『
論
文
』
二
四
〇
六
｜
二
四
〇
七
頁
?
新
版
⑦
三
六
四
｜
三
六
五
頁
?）。
も
し
廣
池
が
カ
ー
ル
・
ユ
ン
グ
（K
arl Jung
一
八
七
五
｜
一
九
六
一
）
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
人
間
性
の
心
理
学
的
解
明
も
し
た
と
思
わ
れ
る
。
２
廣
池
の
方
法
論
?ａ
）
歴
史
的
方
法
人
類
の
発
達
を
太
古
の
昔
か
ら
古
代
、
中
世
、
近
代
へ
と
研
究
す
る
。
ま
た
、
個
人
を
幼
児
、
子
供
、
青
年
か
ら
老
年
へ
、
心
理
学
的
・
精
神
的
に
社
会
的
傾
向
を
研
究
す
る
。
?ｂ
）
国
家
的
・
文
明
史
的
発
展
と
い
う
団
体
的
研
究
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
論
文
』
の
第
十
一
章
に
は
「
文
明
進
歩
の
傾
向
と
道
徳
の
質
的
進
歩
」
と
あ
る
。
そ
の
中
で
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
世
界
平
和
の
思
想
、
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
国
際
連
盟
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
し
戦
争
に
つ
い
て
は
、「
野
蛮
人
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
我
々
文
明
人
の
祖
先
に
あ
り
て
も
、
戦
争
は
常
態
で
あ
っ
て
、
平
和
は
例
外
で
あ
っ
た
」（『
論
文
』
一
一
八
九
頁
?
新
版
④
二
四
七
頁
?）
と
書
い
て
い
る
。?ｃ
）
因
襲
的
道
徳
と
最
高
道
徳
の
観
点
か
ら
と
い
う
独
特
な
見
方
を
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
世
界
諸
聖
人
の
教
説
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
倫
理
学
者
た
ち
は
道
徳
科
学
に
お
い
て
倫
理
項
目
を
細
か
く
分
析
し
て
き
た
が
、
廣
池
が
八
｜
十
一
章
で
な
し
た
よ
う
に
道
徳
を
分
類
し
て
こ
な
か
っ
た
。
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
道
徳
の
科
学
的
研
究
と
は
何
か
。
道
徳
実
行
の
効
果
の
科
学
的
研
究
そ
の
た
め
に
は
道
徳
の
定
義
、
分
類
が
必
要
。
さ
ら
に
心
理
学
的
分
析
、
社
会
学
的approach
が
肝
要
。
U
tilitarianism
と
の
関
係
。
道
徳
の
分
類
二
〇
第16号 2011年比較文明研究
⒜不
道
徳
⒝
因
襲
的
道
徳
⒞
最
高
道
徳
⒝
品
性
完
成
の
科
学
⒞
道
徳
実
行
の
効
果
に
関
す
る
科
学
的
研
究
⒟
道
徳
実
行
と
実
行
者
の
幸
福
享
受
と
の
一
致
と
は
だ
い
た
い
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
が
、
完
全
に
一
致
と
は
云
え
な
い
Sid-
gw
ick
⒠
因
果
律
個
人
で
は
な
く
団
体
的
に
調
査
個
人
で
も
特
に
顕
著
な
人
物
の
伝
記
で
運
命
と
道
徳
と
の
関
係
を
確
か
め
た
。
⒡
廣
池
の
破
天
荒unprecedented
の
意
味
⒢
A
pproach
の
斬
新
さ
M
oralogy
はethics
で
は
な
い
。E
thics
は
義
務
、
善
、
正
義
と
は
な
に
か
、
を
問
う
学
問
で
あ
る
。
天
上
で
は
な
く
地
上
の
事
実
、
社
会
的
、
歴
史
的
世
界
に
お
け
る
幸
福
、
不
幸
の
分
析
、
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
十
二
章
か
ら
質
的
に
対
象
が
大
い
な
る
変
貌
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
質
的
分
析
プ
ラ
ト
ン
的
に
言
え
ば
、
モ
ラ
ル
と
科
学
は
な
じ
ま
な
い
。
科
学
は
事
の
具
体
的
な
も
の
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
超
合
理
的
な
も
の
に
基
づ
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
に
お
け
るm
oral science
か
らm
eta
?moral
 
science
へ
社
会
的
事
実
か
ら
超
越
的
意
味
の
領
域
へ
。
こ
れ
は
ア
ー
ノ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
イ
ン
ビ
ー
のhistory
か
ら
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
へ
の
転
換
と
似
て
い
る
（「
高
等
宗
教
の
世
界
へ
」
川
窪
啓
資
著
『
ト
イ
ン
ビ
ー
か
ら
比
較
文
明
へ
』
近
代
文
芸
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
五
｜
一
〇
二
頁
）。
こ
こ
で
は
詳
述
す
る
余
裕
が
な
い
が
、
意
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
?ｄ
）
因
果
律
に
つ
い
て
長
い
世
代
間
の
記
録
を
調
べ
て
い
る
。『
論
文
』
第
十
二
章
第
七
項
第
二
節
「
古
聖
人
の
子
孫
」（『
論
文
』
一
六
〇
二
｜
一
六
〇
九
頁
?
新
版
⑥
七
〇
｜
八
二
頁
?）
に
『
史
記
』『
論
語
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
廣
池
は
「
こ
れ
は
現
代
の
進
化
論
的
・
遺
伝
学
的
な
ら
び
に
社
会
学
的
研
究
の
結
果
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」（『
論
文
』
一
六
〇
二
頁
?
新
版
⑥
七
〇
頁
?）
と
書
い
て
い
る
。
３
聖
人
研
究
最
高
道
徳
の
世
界
こ
こ
か
ら
従
来
と
異
な
る
最
高
道
徳
の
世
界
に
入
る
。
第
十
二
章
で
は
世
界
の
四
聖
で
あ
る
孔
子
、
釈
迦
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
キ
リ
ス
ト
が
詳
説
さ
れ
、
十
三
章
は
「
日
本
皇
室
の
基
礎
を
つ
く
ら
れ
た
天
照
大
神
の
御
聖
徳
及
び
日
本
皇
室
の
万
世
一
系
の
真
原
因
」
で
あ
る
。
廣
池
は
天
照
大
神
の
天
の
岩
戸
籠
り
か
ら
「
慈
悲
寛
大
自
己
反
省
」
と
い
う
最
も
重
要
な
格
言
を
抽
出
し
て
い
る
。
廣
池
は
『
古
事
記
』
に
つ
い
て
種
々
先
輩
の
古
典
学
者
か
ら
教
え
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
天
照
大
神
の
御
顔
は
『
日
本
書
紀
』
に
「
光
華
二
一
西欧のモラル・サイエンスの系譜から見たモラロジーの破天荒性
明
彩
六
合
を
照
ら
す
」
と
あ
る
よ
う
に
光
り
輝
く
美
し
さ
が
あ
っ
た
が
、
天
の
岩
戸
に
籠
ら
れ
て
自
己
修
養
を
さ
れ
て
か
ら
は
最
も
高
貴
な
お
顔
に
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
天
宇
受
売
命
は
そ
れ
を
申
し
あ
げ
て
か
ら
、
太
玉
命
、
天
児
屋
根
命
が
直
ち
に
鏡
を
天
照
大
神
の
前
に
差
し
出
し
、
そ
こ
に
美
し
い
お
姿
が
映
り
、
そ
れ
は
誰
か
と
い
う
と
「
汝
が
命
よ
り
、
も
っ
と
貴
い
神
が
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
た
め
に
」
と
天
宇
受
売
命
が
申
さ
れ
た
（
も
ち
ろ
ん
鏡
に
映
っ
て
い
る
の
は
天
照
大
神
の
こ
と
で
あ
る
）。
そ
こ
で
天
照
大
神
は
国
民
的
謝
罪
を
受
け
入
れ
、
大
神
は
天
の
岩
戸
か
ら
お
出
ま
し
に
な
っ
て
、
太
陽
は
再
び
宇
宙
に
輝
き
、
照
ら
し
た
。
こ
れ
が
全
天
を
輝
か
す
大
神
と
い
う
天
照
大
神
の
尊
号
を
持
っ
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
古
事
記
』
に
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
天
照
大
神
の
ご
容
貌
が
天
の
岩
戸
籠
り
の
結
果
変
じ
た
と
い
う
こ
と
が
古
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
科
学
が
い
ま
だ
現
代
の
よ
う
に
発
達
し
て
い
な
い
と
き
に
こ
の
よ
う
な
伝
説
が
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
証
拠
で
は
な
い
か
、
と
廣
池
は
述
べ
て
い
る
（『
論
文
』
一
七
七
三
頁
?
新
版
⑥
三
一
一
頁
?）。
こ
の
箇
所
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
変
貌
（
マ
タ
イ
伝
一
七
、
一
｜
一
三
、
及
び
、
マ
ル
コ
伝
九
、
一
｜
一
三
）
や
、
日
本
の
仏
教
の
真
言
宗
の
開
祖
・
空
海
（
七
七
四
｜
八
三
五
）
が
清
涼
殿
に
て
光
り
輝
く
お
姿
に
な
っ
た
と
い
う
記
事
を
想
起
さ
せ
る
（
虎
関
師
錬
著
『
元
亨
釈
書
』
一
三
二
二
年
）。
十
四
章
は
「
最
高
道
徳
の
原
理
・
実
質
及
び
内
容
」
で
あ
る
。
こ
の
章
は
『
論
文
』
の
中
心
部
分
で
あ
る
。
内
容
は
豊
か
で
深
く
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
十
分
に
意
を
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
簡
単
に
概
略
だ
け
を
記
し
て
お
く
。
正
義
と
慈
悲
義
務
先
行
の
原
理
自
我
没
却
神
の
原
理
伝
統
の
原
理
人
心
の
開
発
救
済
純
粋
正
統
の
学
問
こ
れ
ら
の
重
要
項
目
は
お
互
い
に
関
連
し
て
お
り
、
連
環
し
て
い
る
。
以
下
、
廣
池
の
言
葉
を
引
い
て
み
る
。
古
来
世
界
の
諸
聖
人
及
び
大
識
者
は
一
般
に
神
あ
る
い
は
本
体
の
本
質
を
以
て
正
義
及
び
慈
悲
と
な
し
て
い
る
（『
論
文
』
一
九
三
八
頁
?
新
版
⑦
五
〇
頁
?）。
中
国
哲
学
に
て
も
『
中
庸
』
に
、
誠
は
天
の
道
で
あ
る
、
そ
し
て
誠
は
自
然
の
法
と
合
致
す
る
、
自
然
の
法
則
は
神
の
法
の
現
れ
で
あ
る
、
自
然
の
法
則
は
神
の
心
の
現
れ
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
（T
.
III.
pp.
24
?25
?
新
版
⑦
五
二
｜
五
三
頁
?）。
二
二
第16号 2011年比較文明研究
西
洋
で
は
哲
学
者
、
倫
理
学
者
、
法
学
者
の
解
釈
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
次
の
基
本
的
な
理
解
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
法
は
神
の
法
で
あ
っ
て
、
法
の
本
質
は
正
義
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
庸
、
平
均
、
平
等
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
（T
.
III.
p.
25
?
新
版
⑦
五
三
頁
?）。
人
間
性
は
善
良
さ
と
罪
深
さ
の
両
面
を
持
っ
て
い
る
。
最
高
道
徳
で
は
神
と
人
間
に
対
し
て
、
意
識
的
・
無
意
識
的
に
犯
し
た
罪
を
償
う
た
め
に
、
そ
し
て
他
方
に
お
い
て
は
自
分
の
人
格
を
将
来
完
成
さ
せ
る
た
め
自
ら
犠
牲
的
努
力
を
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
（T
.
III.
pp.
51
?52
?
新
版
⑦
一
一
七
｜
一
二
一
頁
?）。
こ
こ
に
は
自
分
の
も
っ
と
も
ら
し
い
道
徳
的
行
為
に
関
し
て
の
独
善
性
は
な
い
。
原
初
的
普
遍
的
神
は
本
体
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
宇
宙
の
現
象
の
究
極
的
源
で
あ
る
。
時
空
を
超
越
し
て
絶
対
で
あ
る
。
宇
宙
に
お
い
て
現
に
生
き
、
無
始
の
始
め
か
ら
生
き
て
い
る
実
体
で
あ
り
、
万
物
を
支
配
し
て
い
る
働
き
つ
つ
あ
る
人
格
的
な
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
本
体
と
同
一
と
さ
れ
る
神
は
天
御
中
主
神
と
い
い
、
中
国
で
は
天
・
天
帝
、
も
し
く
は
上
帝
と
呼
ぶ
。
仏
教
で
は
最
初
、
こ
の
よ
う
な
人
格
神
を
特
に
積
極
的
に
立
て
な
か
っ
た
が
、
法
（D
harm
a
）
も
し
く
は
法
身
（D
harm
a
?
kaya
）
が
こ
れ
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
エ
ホ
バ
、
も
し
く
は
ゴ
ッ
ド
が
こ
れ
に
当
た
る
。
し
か
し
な
が
ら
以
上
の
語
は
い
ず
れ
も
民
族
的
、
も
し
く
は
宗
教
的
連
想
を
喚
起
し
、
宇
宙
根
本
唯
一
の
本
体
た
る
神
の
普
遍
性
を
傷
つ
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
最
高
道
徳
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
方
的
（parochial
）
な
名
称
を
信
仰
の
対
象
の
名
と
は
し
な
い
（T
.
III.p. 97
?
新
版
⑦
二
二
六
｜
二
二
八
頁
?）。
宗
教
的
解
釈
の
神
の
第
二
の
概
念
は
本
体
が
現
実
の
人
間
社
会
に
人
間
の
形
を
と
っ
て
現
れ
た
と
申
し
立
て
ら
れ
た
化
身
の
神
で
あ
る
（T
.
III.
p.
97
?
新
版
⑦
二
二
八
頁
?）。
こ
の
概
念
は
今
日
一
般
人
の
理
性
に
は
合
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
歴
史
の
示
す
と
こ
ろ
、
及
び
我
々
の
理
性
の
判
断
の
範
囲
内
に
お
け
る
解
釈
は
、
結
局
、
化
身
と
な
っ
た
神
の
最
高
道
徳
の
実
行
は
、
始
原
の
普
遍
的
な
神
と
同
一
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
、
三
の
例
は
天
照
大
神
、
釈
迦
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
（T
.
III.
p.
98
?
新
版
⑦
二
二
八
｜
二
二
九
頁
?）。『
論
語
』
で
は
孔
子
の
品
性
を
四
絶
と
申
し
て
、
四
つ
の
悪
い
所
、
す
な
わ
ち
、「
意
（
わ
が
こ
こ
ろ
）
な
く
、
必
（
頑
固
さ
）
な
く
、
固
な
く
、
我
な
し
」（
子
罕
第
九
）
と
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
悔
い
改
め
は
エ
ゴ
イ
ズ
ム
か
ら
信
心
深
さ
へ
改
め
る
こ
と
を
言
い
、
仏
教
で
は
菩
薩
は
無
我
と
な
り
、
精
神
、
肉
体
共
に
、
仏
陀
の
英
知
が
深
く
浸
透
す
る
こ
と
で
あ
る
。
無
我
あ
る
い
は
自
我
没
却
と
は
人
間
が
幸
福
を
享
受
す
る
た
め
に
は
実
に
重
要
な
道
徳
的
信
条
で
あ
る
。
こ
の
条
件
こ
そ
尋
常
人
と
聖
人
を
区
別
す
る
基
準
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
い
わ
ゆ
る
二
三
西欧のモラル・サイエンスの系譜から見たモラロジーの破天荒性
聖
人
は
す
べ
て
無
我
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（T
.
III.
pp.
82
?83
?
新
版
⑦
一
九
一
｜
一
九
二
頁
?）。
開
発
と
救
済
に
つ
い
て
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
キ
リ
ス
ト
、
釈
迦
、
孔
子
の
教
説
と
事
跡
は
、
必
ず
し
も
い
つ
も
同
じ
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
四
聖
人
は
偉
大
な
普
遍
的
な
自
然
の
法
則
に
従
っ
て
、
人
心
の
開
発
・
救
済
に
献
身
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
実
同
じ
で
あ
る
（T
.II.pp. 389
?390
?
新
版
⑥
一
八
四
頁
?）。
か
く
し
て
廣
池
は
新
し
い
文
明
の
創
造
の
た
め
、
最
高
道
徳
を
明
ら
か
に
す
る
道
に
入
っ
て
い
っ
た
。
彼
は
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
文
字
に
彼
の
崇
高
な
熱
誠
の
霊
気
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
四
未
来
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
向
か
っ
て
現
在
、
思
想
の
一
般
的
潮
流
は
、
民
主
的
、
個
人
主
義
的
で
あ
る
。
と
き
ど
き
そ
れ
ら
に
批
判
も
さ
れ
て
い
る
が
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
伝
統
の
原
理
は
保
守
的
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
あ
ま
り
に
性
急
で
あ
り
、
多
く
の
世
代
や
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
思
想
は
一
般
的
に
い
っ
て
、
民
主
主
義
的
で
、
個
人
主
義
的
で
あ
る
。
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
』（
初
版
一
八
三
五
｜
一
八
四
〇
年
）（H
enry R
eeve text revised by F
ran-
cis B
ow
en, 2
vols.N
ew Y
ork:V
intage B
ooks, 1945
）
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
人
の
国
民
性
を
個
人
主
義“individual-
ism
”
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
初
め
て
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
八
四
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
は
『
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
の
冒
険
』
（
一
八
八
四
年
）
を
書
い
た
が
、
そ
こ
に
出
て
く
る
公
爵
や
王
様
は
無
頼
漢
で
、
王
族
と
い
う
の
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
の
筏
の
上
で
の
み
容
認
さ
れ
た
詐
欺
師
に
す
ぎ
な
い
。
彼
ら
は
根
こ
ぎ
に
さ
れ
た
人
で
あ
る
（O
scar H
and-
lin,T
he U
prooted
,N
ew Y
ork, 1951
）。
貴
族
主
義
的
位
階
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
は
価
値
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
社
会
は
表
面
上
平
等
社
会
で
あ
る
。
人
は
「
平
等
に
創
ら
れ
た
」。
し
か
し
社
会
的
、
経
済
的
階
級
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
実
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
中
に
は
自
分
の
会
社
が
破
産
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
巨
額
の
ボ
ー
ナ
ス
を
恥
知
ら
ず
に
も
手
に
し
た
者
も
い
る
。
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ー
バ
ー
（B
enjam
in R
.
B
arber
）
の
『
万
人
の
貴
族
制：
教
育
の
政
治
学
と
ア
メ
リ
カ
の
未
来
』（A
n
 
A
ristocracy of
 
E
veryone:
T
he Politics of E
ducation
 
and
 
the F
uture of
 
A
m
erica,N
ew Y
ork,B
allantine B
ooks, 1992
）
も
そ
う
い
う
ア
メ
リ
カ
に
一
石
を
投
じ
る
本
で
あ
る
。
廣
池
も
ア
メ
リ
カ
の
独
立
と
国
民
性
を
賞
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
建
国
の
二
四
第16号 2011年比較文明研究
父
親
た
ち
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
、
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
を
ほ
め
て
い
る
（T
.III.p. 147
?
新
版
⑦
三
四
二
頁
?
ほ
か
）。
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ダ
ム
ズ
は
さ
き
ほ
ど
の
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
（
第
二
代
大
統
領
）
の
曾
孫
で
、
第
六
代
大
統
領
ジ
ョ
ン
・
ク
ウ
イ
ン
シ
・
ア
ダ
ム
ズ
の
孫
で
も
あ
る
が
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
現
代
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
名
著
を
書
い
て
い
る
。『
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
と
シ
ャ
ル
ト
ル
十
三
世
紀
の
統
一
の
研
究
』
と
『
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ダ
ム
ズ
の
教
育
二
十
世
紀
の
多
様
性
の
研
究
』
で
あ
る
。
十
三
世
紀
に
は
聖
母
マ
リ
ア
に
対
す
る
信
仰
で
統
一
し
て
い
た
。
二
十
世
紀
の
シ
ン
ボ
ル
は
ダ
イ
ナ
モ
（
発
動
機
）
で
あ
る
。
私
た
ち
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
三
世
紀
に
は
戻
れ
な
い
。
統
一
さ
れ
た
宇
宙
、
最
高
の
自
分
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
私
た
ち
は
今
、
地
球
温
暖
化
、
環
境
問
題
、
地
球
生
態
系
の
混
乱
、
医
療
・
科
学
技
術
に
よ
る
生
命
操
作
等
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
宇
宙
的
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
、
最
高
道
徳
の
道
へ
進
ん
で
い
く
英
知
と
勇
気
を
持
つ
こ
と
が
切
に
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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